





















































本研究の結果,以下に示す知見が得られた｡すなわち1 )頼粒サイズを直径53-300JJm, 300-500〃m, 500-
1000〃m ((以下, OCP(53), OCP(300), OCP(500))に調製した合成OCPの頼粒間距離は,そのサイズに従
って大きくなった｡ 2)各頼粒サイズのOCPをマウス頭蓋冠骨欠損モデル埋入したところ,頼粒間距離に依
存して良好な骨形成が得られた｡ 3) OCP埋人による破骨細胞誘導についても, OCP(53)とコントロールに
対し, OCP(300)とOCP(500)を用いた場合には, OCP頼粒表層に多数の破骨細胞様細胞が認められた｡ 4)
ocp額粒の培地内浸漬実験においては,逆に培地中のリン酸濃度は頼粒サイズが小さい程高くなった｡
本研究はまず, OCPの額粒サイズの違いはその頼粒間距離を変化させ,額粒間距離が小さい場合には骨形
成に不利であることを明らかにした｡同じく頼粒径によって,埋入初期の破骨細胞様細胞の出現に違いがみら
れたが, in vity10において培地内リン酸濃度の相違がOCP額粒サイズに依存していることから,破骨細胞誘
導の違いがリン酸濃度に起因している可能性が示唆された｡従ってOCPの額粒サイズによる骨形成の差は,
額粒間距離のみならず,破骨細胞誘導によるOCP額粒の吸収が関係することが考えられた｡
以上,示してきた通り村上宜央君の研究は,骨誘導性スキヤフオールドとして歯科のみならず医科領域でも
再生治療への実用化が期待されるOCPに関して,骨形成における材料学的な最適条件について有用な情報を
提供するものであり,この成果を基に臨床応用への発展が期待される｡従って,当審査委員会は博士(歯学)
を授与するに相応しい業績と判定した｡
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